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8，000の大軍が上田城を攻めた上回合戦.の時、豊殿の矢沢域て、も小さな合戦があ った。城をdt;;た ー

のは、徳川方についた依田源七郎、依田肥前守ら、守るのは真田昌幸のし、とこにあたる矢沢三十郎、 800

ほどの手勢で、 1500余の依田勢を退却させた。

そんな歴史を持つ矢沢城跡への道は、城のやぐらのような土蔵の、石垣の脇を通るゆるい登り坂。坂の

上からふりかえると、土蔵の向うに「おかいこ 山」が見える。7f~か‘蚕に似ているので、そんなあだ名がつ
、、?こと力、。

小川にそ った小道が、 小 さなお堂の横へ。地獄の十人の王 「十王」の石像がならんで、

登 り口 。
ここが城跡への

市民の動き

( 6月1日現在)
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一

ー

の

一
位
比

だ

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十
四
年
六
月
定

'
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

J

ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
で
は
、

-っ

公
私
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

報

賜
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
さ
ま

広

で
ご
ざ
い
ま
す
。

一

本
議
会
は
、

三
月
定
例
市
議
会
で
申

一

し
あ
げ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
財
源
事

か
情
の
許
す
範
囲
に
お
き
ま
し
て
、
園
、

問
問
県
の
補
助
事
業
の
決
定
、
事
業
量
の
増

刊…附

加
な
ど
の
事
業
を
中
心
に
、
緊
急
な
施

加
川
策
に
つ
い
て
、
重
点
的
配
慮
を
い
た
し

昭
第

仰
べ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
施
策
に
つ
い

一

て
も
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
、
こ
れ
に

一

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま

一

す
。

ロ
巧
議
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
で
は
、

別
新
議
会
構
成
以
来
、
は
じ
め
て
の
本
格

第
的
な
ご
審
議
を
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
り

一

ま
す
が
、
是
々
非
身

の
立
場
か
ら
、
公

〈障害者福祉都市指定う ける〉

市長提案説明 I

ー
{
六
月
二
十
三
日
自
然
運
動
公
園
ブ
l
ル

長

死
亡
事
故
で
市
長
遺
憾
の
意
を
表
明

6月定例市議会開く
章 市 る正
、指IJ 今次な

市 六・回第 批
木 十 提で 判

主|、周案ごと
|市年いざ 判
花 をたい断
の記しまを
制念ます
定しし。切
案てた に

件の議 お

議 二 市 案願
|件 民は い
並憲、 す

な

「
市
制

ω周
年
記
念
」

一
市
民
憲
章
・
市
木
一

「
市
花
の
制
定
|
L

市
制
施
行
六
十
周
年
を
記
念
し
て
、

あ
た
た
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
、
自
然
と
人
聞
の
調
和
し
た
、
住
み

よ
く
健
康
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

願
う
、
市
民
憲
章
①
自
然
保
護
と
環
境

保
全
①
人
間
尊
重
と
教
育
文
化
①
福
祉

社
会
の
充
実
①
産
業
の
振
興
①
国
際
理

解
と
平
和
の
希
求
・
市
木
「
い
ち
い
」

市
花
「
つ
つ

じ
」
の
制
定
を
提
案
し
ま

た
だ
い
て
お
る
と
存
じ
ま
す
が
、
六
月

二
十
三
日
、
自
然
運
動
公
固
め
競
泳
プ

ー
ル
で
お
き
ま
し
た
水
難
事
故
に
つ
き

び
に
条
例
案
八
件
、
予
算
案
五
件
、
事

件
決
議
案
十
二
件
、
報
告
事
項
八
件
の

合
計
三
十
五
件
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
の
う
え
、
議
決
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す。

案

説

明
タミー
オτ二

rq'
 

'Ate 

地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
伴

い
、
保

険
税
の
課
税
限
度
額
な
ら
び
に
軽
減
基

準
加
算
額
の
引
き
上
げ
な
ど
「
上
田
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
」の

一
部
改
正
。

庖
舗
面
積
が
、

=一
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
中
型

庖
を
調
整
対
象
と
し
た
「
上
田
市
大
型

信
等
の
小
売
商
業
活
動
の
調
整
に
関
す

る
条
例
」
の

一
部
改
正
な
ど
八
件
を
提

案
し
ま
し
た
。

ー
一
般
会
計
|
|
」

「

|

|
補
正
予
算
L

補

E
額
五
億
九
千
百
八
万
四
千
円
を

と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
心
か
ら
な
る
弔

意
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
遺
憾

の
意
を
表
し
ま
す
。

提案説明する石井市長(手前)

計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
総
予

算
額
は
、
百
四
十
四
億
三
千
七
百
六
十

一
万
五
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比

し
て
、
一
四
・

一
%
の
の
び
と
な
り
ま

す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

市
税
、

二
億
二
百
八
十
七
万
四
千
円
。

市
債
、

一
億
四
千
三
百
七
十
万
円
。
国

庫
支
出
金
、

一
億
三
千
七
十
九
万
三
千

円
な
ど
収
入
可
能
な
範
囲
で
計
上
し
ま

し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈総
務
費
》

自
治
会
の
共
同
集
会
施
設
の
新
改
築

敷
地
の
購
入
補
助
金
に

一
千
七
百
四

十

一
万
九
千
円
。
防
犯
灯
や
掲
示
板
の

設
置
補
助
金
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。

〈
民
生
費
〉

本
年
度
、
国
の
指
定
を
受
け
た
障
害

者
福
祉
都
市
と
し
て
、
身
障
者
の
皆
さ

ん
の
住
み
よ
い
ま
ち

c

つ
く
り
の
た
め
、
各

施
設
へ
自
動
ド
ア
l
・
ト
イ
レ
の
設
置
、

車
イ
ス
購
入
、
盲
人
用
信
号
機
設
置
な

ど
の
改
善
事
業
費
三
千
.
二
百
六
万
九
千

円
。
朝
日
が
丘
児
童
館
建
設
費
三
千
二

百
五
十
三
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

〈農
林
水
産
業
費
〉

砂
原
お
よ
び
泉
田
農
免
道
路
、
塩
田

平
か
ん
ぱ
い
な
ど
県
営
事
業
負
担
金
四

千
三
百
七
万
四
千
円
。
地
域
農
政
持
別
対

策
事
業
の
上
室
賀
小
規
模
土
地
基
盤
整

備
事
業
費

一
千
六
百
九
十
万
八
千
円
。

市
し
い
の
み
園
は

ソ
l
ラ
ハ
ウ
ス

ア
メ
シ
口
多
発

み
ん
な
で
徹
底
防
除

し

よ

う

一一
ツ
木
地
区
ほ
場
整
備
事
業
補
助
金

一
千

二
百
九
十
九
万

一
千
円
。
第
二
次
林
業

構
造
改
善
事
業
補
助
金

一
千
六
十
二
万

一
千
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈商
工
費
〉

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
建
設
工
事
費

五
千
八
百
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し

ま
し
た
。

〈
土
木
費
}

小
島
神
畑
線
道
路
改
良
資
、
用
地
費

橋
り
ょ
う
工
事
費
六
千
九
百
五
十
九
万

七
千
円
。
自
然
運
動
公
園
子
供
の
広
場

と
遊
歩
道
の
笠
備
費
四
千
九
百
四
十
万

円
。
秋
和
上
堀
線
改
良
工
事
費
-
一千
百

万
円
。
緑
が
丘
西
児
童
公
園
用
地
質
お

よ
び
整
備
費

一
千
六
百
二
十
四
万

一
千

円
。
下
越
戸
川
改
修
工
事
費

一
千
二
百

万
円
。
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
東
部
地

区
河
川
の
災
害
に
対
処
す
る
総
合
的
な

河
川
計
画
調
査
委
託
料
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

川
辺
町
、
矢
沢
地
区
の
同
和
対
策
集

会
所
新
築
工
事
費
二
千
六
百
万
円
。
川

辺
町
同
和
集
会
所
用
地
費

一
千
九
百
七

十
六
万
五
千
円
。
城
下
ち
び

っ
千
ア
ー

ル
用
地
代
替
地
購
入
費
二
千
五
百
八
十

九
万
円
。
信
州
青
年
希
望
の
船
海
外
セ

ミ
ナ
ー
研
修
補
助
金
な
ど
の
予
算
を

A

L
L
I
し
キ
&1ν
れ
」
。

で
、
全
館
の
床
暖
房
か
ら
給
湯
ま
で
で

き
る
設
計
で
す
。
延
面
積
は
、
約
二
百

八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
平
屋
建
て
で



地
域
農
政
特
別
対

策
事
業
の
上
室
賀
小
規
模
土
地
基
盤
整

備
事
業
費

一
千
六
百
九
十
万
八
千
円
。

上 ミ 九
しナ万
ま|円
し研
た修イ言
。補州、|

助青
金年
~希
ど望
σ〉 σ〉
f 船
算 j毎
を 外
d十七

補
正
予
算

補
正
額
五
億
九
千
百
八
万
四
千
円
を

第
的
な
ご
審
議
を
い
た
だ
く
わ
け
で
あ
り

r

ま
す
が
、
是
々
非
々
の
立
場
か
ら
、
公

市
花
「
つ
つ
じ
」
の
制
定
を
提
案
し
ま

し
た
。

た
だ
い
て
お
る
と
存
じ
ま
す
が
、
六
月

二
十
三
日
、
自
然
運
動
公
園
の
競
泳
プ

ー
ル

で
お
き
ま
し
た
水
難
事
故
に
つ
き

ま
し
て
は
、
誠
に
、
い
た
ま
し
い
で
き
ご

だ一一(盟諸協斜) 第 794号ー

/， 
警竺
事十
故三
で 日
市自
長然
遺運

TS塁
警号
表 l
e周Jレ

で
、
全
館
の
床
暖
房
か
ら
給
湯
ま
で
で

き
る
設
計
で
す
。
延
箇
積
は
、
約
二
百

八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
平
屋
建
て
で

今
年
十
一
月
中
に
、
完
成
す
る
予
定
で

す
。

と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
心
か
ら
な
る
弔

意
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
遺
憾

の
意
を
表
し
ま
す
。

市
し
い
の
み
園
は

ソ

l
ラ
ハ
ウ
ス

〈
中
之
条
へ
移
転
〉

現
在
の
母
子
寮
に
隣
接
の
「
上
田
市

し
い
の
み
園
(
し
体
不
自
由
児
機
能
訓

練
母
子
通
園
施
設
ご
は
、
昨
年
、
中

之
条
に
開
設
さ
れ
た
「
社
会
福
祉
法
人

上
回
し
い
の
み
園
(
重
度
身
体
障
害
者

収
容
授
産
施
設
)
」
の
東
側
に
、
移
転

新
築
し
ま
す
。

新
し
い
上
田
市
し
い
の
み
閣
は
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
と
し
て
話
題
の
太
陽

熱
を
利
用
し
た
建
物
、
ソ
ー
ラ
ハ
ウ
ス

す
で
に
新
聞
な
ど
で
、
ご
承
知
を
い

東

保

音B

跡

地

育

園

身

障

者

住

宅

来
年
度
建
設
予
定

移
転
新
築
す
る
母
子
寮
と
、
し
い
の

み
固
め
跡
地
に
、
来
年
度
、
身
障
者
住

宅
一
般
用
四
戸
、
車
イ
ス
周
三
戸
の
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
筋

階

建

予

公

園

利

l
ト
三
階
建
て
延
面
積
約
一
千
百
七
十

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
五
十
四
年
度
中
に

完
成
の
予
定
で
す
。

入
居
世
帯
は
、
一
階
に
六
、
二
・
三

階
に
そ
れ
ぞ
れ
七
の
合
計
二
十
世
帯
で

に @

曲

家

と

用
き
ま

す
。

一
世
帯
当
り
、
約
三
十
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
六
畳
と
四
畳
半
の
部
屋
の
ほ
か

ト
イ
レ
と
台
所
が
つ
き
ま
す
。

一
階
に
は
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

集
会
室
や
学
習
室
も
備
え
ら
れ
ま
す
。

---

~ 

東
部
保
育
園
の
跡
地
が
、
新
し
い
母

子
寮
と
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に
生
ま
れ

か
わ
り
ま
す
。

・
え
遊
び
場
は
、
旧
東
部
保
育
園
の
道
路

に
面
し
た
南
側
で
、
約

一
千
百
二
十
六

』
つ
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
子
供
た
ち
の
よ

報
い
遊
び
場
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

広
現
在
の
「
上
田
市
母
子
寮
」
は
、
昭

一
和
二
十
九
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
平
屋

一
建
て
で
、
最
近
は
、
老
朽
化
が
め
だ
ち

一
ま
た
、
低
地
に
建
物
が
あ
る
た
め
、
梅

一
雨
時
の
大
悶
な
ど
で
、
近
所
の
川
か
ら

日
あ
ふ
れ
で
た
水
が
、
母
子
寮
に
流
れ
込

引
む
な
ど
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

7

そ
こ
で
市
は
、
東
部
保
育
園
の
跡
地

叫
に
、
新
し
く
母
子
寮
を
建
て
る
こ
と
に

和
し
ま
し
た
。

万
ロつd

?

緑
化
運
動
の
主
と
し
て

H

縁

の

お

A
壷

1
1刻

棋
募
金
。
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
民
一

r
i
-
-
t
t
a
l
u

の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
一

害
実

E
'

ま

を
得
て
、
昨
年
を
上
ま
わ
る
募
金
が
一

1
;
J
I

い

集
ま
り
ま
し
た
。

九

時
岨
ゆ
一

llJ

、々
C

自
治
会
を
主
に
、
会
社
、
学
校
な
九

i
E
r
~
.
J

ご

ど
の
皆
き
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
門

志
也
e

-

っ

た
総
額
は
、
百
十
九
万
三
千
七
百
六

h

M
フ

“

!

と

十
六
円
と
予
想
を
上
回
る
金
額
に
こ

7
J
l
L
ブ

が

り
ま
し
た
。
こ
の
内
、
三
十
九
万
四

川
ν

1

J

協

り

千
円
は
、
県
の
目
標
額
と
し
て
県
縁

日

聞

に

ゆ

化
連
盟
へ
納
め
ま
し
た
。
残
り
の
八

i

i

十
九
万
九
千
七
百
六
十
六
円
は
、
市

年
、
大
気
汚
染
、
環
境
破
壊
が
が
環
境
緑
化
整
備
事
業
と
し
て
、
首

に
な
り
、
自
然
保
護
が
重
要
視
木
の
無
料
頒
布
や
公
共
施
設
の
緑
化

て
い
ま
す
。

事
業
に
使
い
ま
す
。

の
自
然
を
保
護
す
る
と
と
も
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

で
豊
か
な
生
活
を
き
づ
く

た

め

た

。

東部保育園跡地利用配置略図

長ふん1
11身隣者 l主名;

公 園 用 地

路道

新

母

子

寮

は

一
十
世
帯
入
居

新
し
い
母
子
察
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ





山ミ
lい出訊

!所L1

i 駐鉾
;在i局

1 更雪
; かで
;lf瞥

j?室
j だか'
-~ 

AUτ 
n
H
d
 

司，.第日
可n認

月
物

ロ
償

年
鄭

幻
樋

和
3

昭
第一

第
八
凶
「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、

一

市
制
施
行
六
十
周
年
記
念
行
事
の

一
環

だ
と
し
て
、
七
月
二
十
八
日

ωに
盛
大
に

-え

行
わ
れ
ま
す
。

自
治
会
、
職
場
、
趣
味
の
会
な
ど
で

.
踊
り
連
、
み
こ
し
連
、
太
鼓
連
の
連
作

ロ
伺
悼

幸

り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

広

各
速
の
申
込
み
は
、
七
月
一
百
聞
か

一

ら
始
め
ま
す
。
申
込
み
は
、
左
図
の
ハ

一

ガ
キ
の
要
領
で
、
市
役
所
二
階
観
光
諜

口
μ

同
一円

守
t年AUτ 

ph
u
 

n川
M

Z
小
!

万
ロ

p
h
u
 

人数 連名
国 国国固ーロロ

EEi名EL生 喜生己砂F長 ( 鍋『ゐ

仮務所行事品ι6喜主量主空円t 目b主よ1 6 i 
りし

名名 Z太E 

さ
あ
グ
連
を
つ
く
っ
て
申
込
も
う

7
月
初
日
働
ま
で
受
付

内
「
上
田
わ
っ
し
ょ
い
仮
事
務
所
」
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
は
、
七
月
二
十
日
闘
で
す
。

七
月
二
十
日
ま
で
に
申
込
み
を
点
れ

ま
せ
ん
と
、
連
の
出
発
場
所
の
位
置
な

自
由
に
投
句
し
よ
う

l 市
白民
営)11 

品柳
長大
11 会

と

き

H
H
七
月
二
十
二
日
目
午
前
十
時

か
ら
十
二
時
ま
で
投
句
受
付
。
午
後

一
時
か
ら
入
選
旬
発
表
、

一
般
観
賞

と
こ
ろ
H

海
野
町
日
曜
広
場

題
H

市
制
、
日
曜
広
場
、
夏
祭
り
。

入
選
句
の
頒
布
H
入
選
句
を
色
紙
、
短

冊
に
し
て
希
望
者
に
有
料
で
頒
布
し

ま
す
。

記
念
品
H
H
参
加
者
全
員
に
さ
し
あ
げ
ま

す。ユ
ー
モ
ア
、
調
刺

(
ふ
う
し
)
、
ウ
イ

ッ
ト
に
富
ん
だ
川
柳
は
、
暮
し
に
微
笑

と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。

一
般
の
皆

さ
ん
の
投
句
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ど
が
決
ま
り
ま
せ
ん
の
で
締
切
日
を
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
交
通
規
制
な

ど
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
広
報
う
え
だ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川
柳
資
料
展
と
作
品
展

と

き

H
七
月
十
五
日
間
か
ら
二
十
二

日
間
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ
H

中
部
電
力
上
田
営
業
所
一
階

ロ
ビ

ー
。

展
示
内
容
H

マ
前
句
付
に
関
す
る
も
の

マ
狂
俳
歌
時
代
の
も
の
マ
明
治
初
期

の
上
田
地
方
雑
俳
マ
明
治
中
後
期
の

上
田
地
方
川
柳
マ
現
代
の
作
品
お
よ

び
資
料
。

日
頃
の
訓
練
を
ひ
ろ
う

消
防
団
記
念

ポ
ン
プ
操
法
大
会

〈

7
月
辺
日
間
北
小
学
校
校
庭
〉

市
民
の
生
命
、
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
勤
め
や
仕
事
の
合
間
に
防
災

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
る
消
防
団
の
皆

さ
ん
が
、
そ
の
成
果
を
次
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
に
ひ
ろ
う
し
ま
す
。

私
た
ち
の
身
近
か
に
い
る
若
人
が
い

さ
災
害
を
想
定
し
て
行
う
、
キ
ビ
キ
ビ

と
し
た
動
き
に
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
代
・
家
賃に

つ
い
て

五
十
四
年
度
は
、
土
地
、
家
屋
な

ど
固
定
資
産
税
の
評
価
償
え
を
行
う

基
準
年
度
で
す
。

こ
の
評
価
替
え
に
つ
い
て
県
で
は
、

①
た
だ
ち
に
新
評
価
額
に
基
づ
く
課

税
は
行
わ
ず
、
五
十
四
年
か
ら
五
十

くらしを守るあなたの国民年金

⑪ 
~…国民年金の内容が一部変わりましたN …

(単位は円、年金額は月額)

年 金 干重 日IJ
年金額

実施
現行改正

年高
5 年年金 17，508 18，108 

老齢年 金 10年年金 23，925 24，742 54 

25年年金 37，925 39，225 年

2If 障害年 金 l 級障害 48，133 I 49，792 7 

2 級障害 38，508 I 39， 833 月

母子・準母子・遺児年宣 チ l人のとき 38， 508 I 39， 833 

拠出年金改正表

と

き

H

七
月
三
世
ユ
日
制
午
前
七
時

三
十
分
か
ら
。

と
こ
ろ
H
H
北
小
学
校
校
庭

種

目

H
H
マ
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
マ
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
マ
ラ

ッ
パ

吹
奏

の
部
。

六
年
の
三
年
間
の
聞
に
新
評
価
額
に

よ
る
課
税
に
移
行
す
る
負
担
調
整
が

行
わ
れ
る
②
こ
の
負
担
調
整
に
よ
り
、

今
年
の
税
金
増
加
額
は
わ
ず
か
な
額

で
あ
る
な
ど
か
ら
、
今
年
の
評
価
答

え
を
理
由
に
、

地
代
、
家
賃
の
値
上
げ

は
行
わ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
こ
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

借
地
借
家
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
が
お

こ
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

(単位は円、年金額は月額)

年 金 干重 7JIJ 
年金額

実施
現行改正

年引 老齢福祉 年 金 16，500 20，000 54 

金上 降客福祉年金
l 級降害 24，800 30，000 年

額 2 級障害 16，500 20，000 8 

のけ 母子福祉年金 チ l人のとき 21，500 26，000 月

支払いは 9月からです。

福祉年金改正表

支払いは 9月からです。
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出

さ

て
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-
じ

白

し

広

間

町

砂

加

一

一

庭

参

一

が

家

勢

砂

長

子

大

脇

市

母

引
制
母
子
家
庭
の
子
供
き
ん
は
か
お
と
う

開
き
ん
が
い
な
い
。
こ
と
で
、
精
神
的
な

4
、
悩
み
が
両
親
の
そ
ろ
っ
た
子
供
さ
ん

よ

一
り
大
き
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
そ
こ
で
、
母
子
福
祉
会
の
皆
さ
ん
の

一
ご
協
力
を
得
て
、
「
市
長
が
一
日
お
と

号
う
さ
ん
」
に
な
り
ま
す
。

加
夏
休
み
の
一
目
。
市
民
の
森
。
で
、

第
石
井
市
長
を
囲
ん
で
楽
し
く
遊
び
、
愉

山
択
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
‘
7
0

< 7月29日(日)市民の森〉

えつ

6月11日から14日まで、市役所で家庭用

計量器の無料模査ガ、行われました。(写真)

4日聞に、体温計 493:1.容のほか、ヘルス

メーター、キッチンスケールガ横査を受け

ました。

みんなで計量器具を大切にしましよう。

と

き

H
七
月
二
十
九
日
制
午
前
十
時

か
ら
。

と
こ
ろ

H
市
民
の
森
わ
し
ば
山
荘
前
広

場
(
雨
天
の
場
合
は
わ
し
ば
山
荘
内
)

申
込
先
・
お
問
合
せ

H
各
地
区
の
民
生

(児
童
)
委
員
き
ん
。
福
祉
事
務
所

福
祉
課
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
三
七

固
有
線
②

O
七
九
ご

締
切
日

H
七
月
五
日

ωま
で
に
民
生

(児
童
)
委
員
さ
ん
へ
、

都
合
で
五

日
ま
で
に
申
込
め
な
か

っ
た
人
は
、

十

日

ωま
で
に
福
祉
課

へ
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。今

年

は
国

際

児

童

年

今
年
は
か
国
際
児
童
年
H

で
す
。

国
際
児
童
年
は
、
国
連
で
「
児
童
権

利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年

φ
t
ニ戸
tfzvlHド
ι

a

b

b

-

レ
，
L
晶
仇
章
。

り
ま
し
た
o

H

子
供
は
民
族
の
宝
、

世
界
の
宝
。

で
す
。
国
際
児
童
年
を
機
に
、
児
童
問

題
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
、
い

ま
子

供
た
ち
が
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
な
の
か
、

子
供
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
は
こ

れ
で
よ
い
の
か
な
ど
、
み
ん
な
で
良
く

考
え
ま
し
ょ
う
。
市
で
も
い
ろ
い
ろ
な

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三 E と交
加参な 市ろ11伏).七き11 とR革Z 

し
役所五: 午後 九月日 苓*降H 、

ょっ/ 
階一明)談

委員会主 半時 七

から 十月 三時h4v 
日

一
医
療
費
無
料
化
の

一
手
続
き
早
目
に

一
市
民
税
非
課
税
世
帯
同

(
臼
歳
以
上
の
皆
さ
ん
一

昨
年
九
月
、
市
民
税
の
非
課
税
世
帯

で
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
皆

さ
ん
の
医
療
費
な
ど
を
無
料
に
す
る
制

度
が
で
き
ま
し
た
。

す
で
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
手
続
き
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
新
た
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
次
に
よ
り
早

目
に
手
続
き
し
て
く
だ
き
ド
。

手
続
方
法

H
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち

・ド
ル
ゆ
っ
て
、
恒
祖
祉
事
拡
空
附
社
会

職
を
求
め
て
い
る
皆
さ
ん

労
政
課
へ
気
軽
に

-
7

」

4
C
1

課
か
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
の
各
支

所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

H
福
祉
事
務
所
社
会
課
社
会

係
(
宮
@
四
一

O
O内
線
三
七
八
有

線
②
O
八
O

二

日
歳
以
上
の
皆
さ
ん

健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

七
月
一
日
か
ら
七
月
末
日
ま
で
、
六

十
五
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
健

康
診
断
」
を
行
い
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
、
お
近
く
の
病
院
、
ま
た
は
医
院
な

米

国

派

富
恵

農
業
研
修
生

資

格

H
十
九
歳
か
ら
二
十
六
歳
ま
で

の
独
身
男
子
で
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

現
在
、
農
業
を
行
っ
て
い
る
人
。
ま

た
は
、
短
大
、
大
学
な
ど
で
農
業
を

専
攻
し
て
い
る
最
終
学
年
の
人
。

人

員

・

期

間

H
県
下
で
十
二
名
、
二

年
間

受
付
期
間
・
申
込
先

H
七
月
二
十
五
日

同
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所
農
政
課

，
お
問
合
せ

H
農
林
課
振
興
係
(
宮
@
四

一O
O
内
線
三
二
二
有
線
②
O
七
五

丈
持
で
傾
く
嵐
快
の
あ
る
中
山尚
早
耐
の

皆
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
。

職
種
は
、
工
員
、
営
業
(
セ
ー
ル

ス
)

ど
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

H
受
診
察
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
病
院
・
医
院
な
ど
の
窓
口

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
察
は
、

福
祉
事
務
所
社
会
課
、
豊
殿
・
塩
田

川
西
の
各
支
所
、

地
域
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
き
ん
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

持
ち
物

H
健
康
保
険
証
。
老
人
医
療
費

受
給
者
証
の
あ
る
人
は
、
同
証
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

H
福
祉
事
務
所
社
会
諜
社
会

係
(
宮
@
四
一

O
O内
線
三
七
八
有

線
②

O
八
O

こ

中
電
料
理
教
室

講

戸.
Jι 

生

対

象

H
婦
人
の
皆
さ
ん

期

間

H
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一

第
三
木
曜
日
。

と

き

H
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同
三

時
三
十
分
ま
で

J

と
こ
ろ

H
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
会

議
室
。

会

費

H
材
料
代
と
し
て
一
回
三
百
円

程
度
。

定
員
・
申
込
先

H
三
十
名
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
同
営
業
所
サ

l
l
Ht

'へ
酒

量

、

h
h
四
ハ

L

ベノ
子
供
さ
ん
の
い
る
皆
さ
ん
に
限
ら

γ

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
大
勢
ご



夏
休
み
の
一

白

砂
市
民
の
森
。
で
、

石
井
市
長
を
囲
ん
で
楽
し
く
遊
び
、
愉

俊
二
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
.

国
際
児
童
年
は
、
国
連
で
「
児
童
権

利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て
か
ら、

今
年

で
二
十
年
に
当
る
の
を
記
念
し
て
也
仇
ま

加
佳
、
斉
ら
口
寸
金
大
一
口
回
ア
ッ
プ
グ

4
」ノ、、
J
1
6
ホ
d
l
メ
一
、
二
ノ
市
中
:

↓

勤

労

者
互
助
会
に
加
入
し
よ
う

一

1
事

業

所

ぐ

る

み

で

加

入

明

る

い

職

場

1

一

市
は
、
市
内
の
労
働
組
合
の
な
い
職

厚
生
事
業
H
別
所
温
泉
相
染
問
、
わ
し

畑
町

場
で
働
く
皆
さ
ん
の
福
利
厚
生
を
増
進
ぱ
山
荘
、
上
田
市
自
然
運
動
公
園
プ

問
怖
さ
せ
よ
う
と

H

上
田
市
勤
労
者
互
助
会
H

ー
ル
の
無
料
利
用
券
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

協

を

つ

く
り

、

皆

さ

ん

が

力

を

合

わ

せ

て

利

用

券

へ
は
必
ず
事
業
所
名
と
氏

H
1
3
 

川
河
明
る
い
職
場
，つ
く
り
と
生
活
の
安
定
を
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一

凶
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を
医
薬
品
の
配
布
、
レ
ク
リ
エ
l
シ

一

し
て
い
ま
す
。

-
ヨ
ン
と
し
て
パ
ス
旅
行
も
実
施
し
て

、
だ
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
所
の
い
ま
す
。

-
え
皆
さ
ん
は
、
事
業
所
ぐ
る
み
で
次
に
よ
共
済
事
業
H

左
表
の
と
お
り
。

り
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
せ
日
労
政
諜
内
上
田
市
勤
労
者

う

四
月

一
日
か
ら
下
表
の
共
済
給
付
金
互
助
会
事
務
局

(
宮
⑫
七
三
六
三
⑫

報

の

一
部
の
金
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
ま
四

一
O
O内
線
三

O
七
)

広

し
た
。

一

資

格

H

市
内
に
事
業
所
が
あ

っ
て、

一

労
働
組
合
の
な
い
小
規
模
工
場
、
事

一

業
所
、
商
庖
、
病

・
医
院
な
ど
に
勤

一

め
て
い
る
皆
さ
ん
。

日

入
会
手
続
H
入
会
届
に
入
会
金
百
円
を

削
添
え
て
、
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

7

l

内
閉
会
事
務
局
へ
申
込
ん
で
く
だ

伴
さ
い
(
入
会
届
用
紙
は
同
事
務
局
に

柿

あ

り

ま

す

。
)

昭

会

費

H
毎
月
二
百
円
。

一
貸
付
制
度
H
生
活
資
金
五
十
万
円
ま
で

一

(
無
担
保
)。
住
宅
資
金

一
千
万
円
ま

何

で

(

担

保

有

。
利
子
補
給
が
あ
り
ま

一

す
。)

手 目

f続に
方手

k法続
拾 H き
つ健 し
K康 て
，、保 く

幅 険 だ
証さ

印，。

鑑
を

I孟お

，
ぉ
問
合
せ

H
農
林
課
振
興
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
三
二
二
有
線
②
O
七
五

一
職
を
求
め
て
い
る
皆
さ
ん
一

一

労

政

課

へ

気

軽

に

一

一

ご

相

談

く

だ

さ

い

一

一
〈現
在
求
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
こ

最
近
、
景
気
の
上
向
き
か
ら
求
人
が

多
く
な
り
、
職
種
も
ふ
え
て
い
ま
す
。

就
職
先
き
を
さ
が
し
て
い
る
皆
さ
ん
、

上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
労
政

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
U

労
政
課

(
宮
⑫
七
三
六
三

⑫
四

一
O
O内
線
三

O
七
)

一

高

年

齢

者

の

皆

さ

ん

一

一

求

職

相

談

に

一

一

お

で

か

け

く

だ

さ

い

一

一

〈
高
年
齢

者

職

業

相
談

室
〉

一

い
ま
、
市
内
の
事
業
所
で
は
、
体
が

1土 済 本 由 給 f寸前i

~ Q 150，000 内

死 配偶者 60，000 

子 30，000(20，000) 

亡 親 10，000 (5，000) 

2観等までの同居家綴火災によ る死亡 5，000 

全焼、 全域 200，000 

1主 一 般 火 災 半焼、 半峻 100，000 

宅 一部焼、 一部壊 50，000 

災 地援、噴火に 全焼、 全域、流失 200，000 (50，000) 

空F よる火災及び 半焼、 半壊 100，000 (25，000) 

その他の災害 一部焼、一部境、床上没水 50，000 (1，000) 

廃 疾 50，000 

1詰 休業 14日以上 5，000 (2，000) 

休業 30日以上 10，000 (3，000) 

病 休 業 90日以上 15，000 (5，000) 

結 婚 15，000 

チの 出 生 5，000 

チの就学(小学校あ るいは中学校の入学時 l凶) 3，000 

退職慰労金 (3年以上) 3，000 

寿
銅 婚 祝 (結婚15年) 3，000 (2，000) 

陶器婚祝 (結姉20年) 4，000 (3，000) 

祝
銀絡祝 (結婚25年) 5，000 (4，000) 

(新規)良疎婚祝 (結締30年) 6，000 

共 済金 給付 額表

丈
夫
で
働
く
意
欲
の
あ
る
中
高
年
齢
の

皆
さ
ん
を
求
め
て

い
ま
す
。

職
種
は
、
工
員
、
営
業
(
セ
ー
ル

ス
)

雑
役
と
い
ろ
い
ろ
で
、
時
間
勤
務

(パ

ー
ト
)
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
に
あ
う
仕
事
も
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
市
役
所
二
階
高
年
齢
者
職

業
相
談
室
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
(
宮

⑫
四

一
O
O
内
線
二
七
八
)

第
問
回

県
軟
式
野
球
選
手
権
大
会

天

皇

杯

争

奪

出

場

か

け

て

八
チ

l
ム
激
突

( )内は改正自iJの金額です。

と

き

H
七
月
七
日
川
午
後

O
時
三
十

分
。
八
日
間
午
前
九
時
か
ら
。

と
こ
ろ
H

市
営
野
球
場
、
県
営
野
球
場

入
場
料
H
H

無
料

全
国
で
も

一
流
の
県
下
の
ト
y
プ
ク

ラ
ス
の
チ
l
ム
が
参
加
し
ま
す
の
で
、

す
ば
ら
し
い
ゲ
l
ム
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
大
勢
ご
観
戦
く

だ
さ
い
。

一
虫
歯
予
防
の
映
画
会
一

一

「

み

な

お

そ

う

一

一

わ

が

子

の

お

や

つ

」

一

と

き

H
七
月
八
日
間
午
後

一
時
か
ら

と
こ
ろ
H
働
く
婦
人
の
家

映

画

H
H
み
な
お
そ
う
、
わ
が
チ
の
お

定
員
・
申
込
先

H
三
十
名
。
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
ま
す
。
同
営
業
所
サ

|
l
k
ス
課
門
奇
骨
~
こ
四
b

九お観ど
) 間 賞なチ や

合 くた供 っ
せ だでさ

i 。 な解解と心 三 は大行 三 動回司~モ~量首論E￥~ PrI企ちノ~ ~ 11 さもんi く放とりを年、勢い十をき1) 直生旦Jf郁滑走別をなえす i 菊い参 の
j すを認 が 新 延 岡 ご ま 分 落 一一一一- .....-・Hι......，....... --・ J 5 地 。)][1い

; ET;ii51ZZ汗? 市民大行動 ; T ii 
j 行めめ問で年事だ、上九な ? ft す ん
く 動、、題、度業さ市田日く s (u) 。に

; 芦部 部 に 市 に 特 い 民 市 (木)す < 7月19日岡市民会館) ~ プ さ限
f丁落落対民あ男IJ 。の民午市 c fi 勢 勺

) /; ごず
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ま里解のために

同和問題を考える l )l 

(五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
え

し
ま
す
。

石

井

潔

さ

ん

半

過

八

六

正

村

未

次

郎

さ

ん

矢

沢

八

一

石

黒

き

よ

枝

さ

ん

下

塩

尻

七

八

中

曽

根

直

さ

ん

野

竹

七

九

小

松

静

さ

ん

下

本

郷

六

O

青
松
正
太
郎
さ
ん

市
W
1
市
穴
L
F

ハ
T
J同
口

(
鼎
園都
品
佃
肝
叫

ぜ

止

u
m凶

116日

前
号
の
結
果
か
ら
「
そ
っ
と
し
て
お

く」

あ
る
い
は

「知
ら
せ
な
い

」
と
い

う
考
え
方
は
ま
ず
、
現
実
ば
な
れ
の
し

た
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
考
え
方
で
あ

る
と
い
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
誰
れ
か
が
教
、え
な
け
れ
ば
、
部

落
差
別
が
現
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

で
い
る
で
し
ょ
う
し
、
差
別
し
よ
う
な

ど
と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
る
は
ず
が
な

い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

A
M
 た

し
か
に
そ
こ
に
こ
の
考
え
方
の

一

番
た
い
せ
つ
な
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。

誰
れ
で
も
生
れ
た
と
き
か
ら
差
別
意
識

を
も

っ
て
い
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
お
と
な
が
子
ど
も
に
話
き
な
い

世
良
田
哲
さ
ん

中
央
二
丁
目

(本

町
」
八
五

竹
内
な
を
い
さ
ん

八

木

沢

八

五

上
原
幸
四
郎

さ

ん

下

郷

八

四

竹
内

岩

男

さ

ん

伊

勢

山

七
六

石

谷

常

き

ん

手

塚

六

一

今

水

辰

己

さ

ん

中
央
五
丁
目

(
下
房
山
)
七
三

武
井
武
四
郎
さ
ん

梅

が

丘

八

七

中
沢
婦
た
業
さ
ん

中

之

条

八

三

栗

林

米

さ

ん

下
室
賀

八

三

片

岡

藤

盛

さ

ん

金

井

七

六

宮

下

康

子

さ

ん

赤

坂

五

三

長

井

保

き
ん

中
央
北
二
丁
目

(新

新
津

和
子
き
ん

常
喜
域
五
丁
目

(城

回
)
七
二

北
)
五

O

と
い
う
保
障
は
な
い
と
同
じ
よ
う
に
、

今
日

「
知
ら
な
い

」
で
い
る
子
が
、
明

日
に
も
「
知
る
」
こ
と
が
な
い
と
い
う

保
障
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
調
査
で
も
明
ら
か
で
す
が
、

部
落
に
つ
い
て
の
知
識
は
そ
の
多
く
が

祖
父
母
や
親
か
ら
誤

っ
た
か
た
ち
で
伝

え
ら
れ
、
教
、え
ら
れ
、
い
つ
の
間
に
か

差
別
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
た
と
い

う
こ
と
が

一
般
的
の
よ
う
で
す
。
前
に

も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
高
校
生
の
調
査
で

も

「
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
ま
し
た
か
」

と
い
う
聞
に
対
し
て
、
肉
親
か
ら
と
答

え
た
人
が
約
三

O
%
、
映
画
か
ら
と
答

え
た
人
、
先
生
か
ら
と
答
、
え
た
人
が
、

こ
れ
も
同
じ
割
合
の
約
三

O
%
づ
っ

中
島

き

ん
さ
ん

曲
尾

け

い

さ

ん

竹
越

一
美
さ
ん

天
神
四
丁
目

(南
天
神
町
)
七
五

滝
沢

サ
ヨ

さ

ん

上

手

七

七

森

と

め

さ

ん

下

本

郷

八
三

柳
沢

初

子

き

ん

中
央
五
丁
目

(
下
房
山
)
四
五

斉

藤

フ

ミ

さ

ん

大
手
一
丁
目

(大
手
町
)
六
O

青

木

壱

っ

さ

ん

矢

沢

八

五

塩

入

君

き

ん

鈴

子

八

六

河
合

梅

子

さ

ん

伊

勢

山

五
八

奥

谷

ま

り

子

さ

ん

越

戸

O

内
山

ブ
ン
さ
ん

上

室

賀

八

O

荒

井

や

す

さ

ん

築

地

一
O
一

太

巾

川

川

閉

凶

錐

地

R
C
'ん

骨

肉

由

円

↑

u
m悶

八
木
沢

手

塚

出
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
も
学
校
で

教
え
る
前
に
肉
親
か
ら
教
わ

っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
題
は
、
部
落
問
題
に
つ
い
て

「
知

っ
て
い
る
」
と
か

「
知
ら
な
い
で
い
る
」

と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

「正
し
く
理
解
し
、
そ
の
知
識
が
、
差
別

を
な
く
そ
う
と
い
う
意
識
や
行
動
に

つ

な
が

っ
て
い
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
っ
か
。

多
く
の
場
合
、
親
や
兄
弟
か
ら
正
し
く

教
わ

っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

り
ま
す
。

こ
の

問
題
は
日
常
の
生
活
の
中
で
は

あ
ま
り
話
題
に
な
ら
な
く
て
も
、
い
ざ

結
婚
問
題
に
な
る
と
、

血
す
じ
と
か
家

七九

水
出
定
一
郎
き
ん

矢
島

保
雄
さ
ん

中
央
北
三
丁
目

(新

中
村
亀
次
郎
さ
ん

緑
が
丘
三
丁
目

(緑
が
丘
西
)
七
八

金

井田
)
三
八

島
田

民

子

さ

ん

緑
が
丘

一
丁
目

(新

石

村

豊

き

ん

中
央
北
二
丁
目

(新

宮
川

由
本
さ
ん

常
入

一
丁
目

(
踏

入

)
八

一

高

主

小

一

郎

き

ん

大

屋

七

一

満

木

頼

春

さ

ん

大

白

木

六
二

小

野

歌

太

郎

さ

ん

院

内

七

五

宮
下
ふ
く
じ
さ
ん

諏
訪
形

六
五

三

浦

利

喜

男

さ

ん

大

屋

七

一

土
口
宙
肌

捕
時
中
仇
帥
町

々
C

J九

市
ア

今

ι
i

取
↑
u
L
し

田
)
五
O

国
)
七
六

柄
と
か
い

っ
て
相
手
を
調

べ
る
の
が
現

在
の
社
会
通
念
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
相
手
が
部
落
出
身
と
わ
か
る
と
親

も
親
せ
き
も
、
そ
ろ

っ
て
反
対
す
る
ケ

ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
結
婚
問

題
か
ら
、
自
殺
に
追
い
込
む
よ
う
な
悲

劇
は
長
野
県
で
も
毎
年
の
よ
う
に
起
き

て
い
ま
す
。

「
教
え
な
け
れ
ば
知
ら
な
い
で
い
る
」

と
い

っ
た
考
え
方
は
こ
の
現
実
を
無
視

し
て
い
る
無
責
任
な
考
え
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
結
局
は
現
に
あ
る
差
別
を

温
存
し
て
い
る
役
割
り
を
果
し
て
い
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